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Ⅰ 調査検討の概要等 

１ 調査検討の概要 

本検討会では、検討時点において、「消防法の危険物（以下「危険物」と

いう。）に該当しない物質のうち消防法別表第一の性質欄に掲げる性状を有

すると考えられるもの」又は「危険物に該当する物質のうち他の類の性状を

示すおそれのあるもの（以下「火災危険性を有するおそれのある物質」とい

う。）」を調査し、危険物への追加又は危険物の類別の変更を行うことの妥

当性について検討を行った。 

また、新たに毒物及び劇物取締法の毒物又は劇物（以下「毒劇物」とい

う。）に指定され、又は除外された物質について、消防法第９条の３第１項

に掲げる火災予防又は消火活動に重大な支障を生ずるおそれのある物質（以

下「消防活動阻害物質」という。）へ追加又は除外を行うことの妥当性につ

いて検討を行った。 

 

２ 調査検討事項 

本検討会では、次の事項について調査検討を行った。 

（１）火災危険性を有するおそれのある物質を調査するに当たっての基本的な

考え方に関すること。 

（２）上記（１）の検討結果に基づく物質の調査及び当該調査結果を踏まえた

危険物への追加及び類の変更に関すること。 

（３）消防活動阻害物質への追加又は除外に関すること。 

 

３ 検討会開催状況 

  検討会は、次の日程で開催した。 

日  程 検 討 事 項 

第１回 

平成26年５月９日（金） 

(1) 「火災危険性を有するおそれのある物質等に

関する調査検討会報告書（平成24年度）」の概

要 
(2) 「火災危険性を有するおそれのある物質」の

調査方法 

(3) 「消防活動阻害物質」の調査方法 

(4) 今後の検討会の進め方 

(5) その他 

第２回 

平成26年８月12日（火） 

(1) 第１回検討会の議事要旨 

(2) 火災危険性を有するおそれのある物質の調査
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結果 

(3) 消防活動阻害物質の候補（案） 

(4) マグネシウム火災の対応について 

(5) その他 

第３回 

平成27年３月10日（火） 

 

(1) 第２回検討会の議事要旨 

(2) 報告書（案） 

(3) その他 
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Ⅱ 火災危険性を有するおそれのある物質等の対応方針 

１ 火災危険性を有するおそれのある物質の調査に関する基本的な考え方 

（１）危険物の定義 

   危険物とは、消防法第２条第７項に「消防法別表第一の品名欄に掲げる

物品で、同表に定める区分に応じ同表の性質欄に掲げる性状を有するもの

をいう」と規定されている。当該「別表第一の品名欄」には、塩素酸塩類、

有機過酸化物等の物品名以外に「その他のもので政令で定めるもの」及び

「前各号に掲げるもののいずれかを含有するもの」が掲げられている。

「その他のもので政令で定めるもの」とは、危険物の規制に関する政令

（以下「政令｣という。）第１条において規定されているものを指す。 

   また、「前各号に掲げるもののいずれかを含有するもの」とは、消防法

別表第一の品名欄に掲げられる物品のいずれかを含有しているものを指す。 

「同表の性質欄に掲げる性状を有するもの」とは、政令に定める危険性

を判断するための試験（以下「危険物確認試験」という。）において、政

令で定める性状を有するものであることを示す。 

危険物は、その性質に応じて下表のとおり第一類から第六類の６つのグ

ループに区分されている。 

 

類 別 性 質 性質の概要 

第一類 酸化性固体 

酸化力の強い固体又は衝撃に対する敏感性の

高い固体であり、不燃物であるが、可燃物の

燃焼を著しく促進する性質を持つ 

第二類 可燃性固体 比較的低温で着火しやすい固体の可燃物 

第三類 
自然発火性物質 

及び禁水性物質 

空気中で発火するおそれのある固体又は液

体、水と接触して発火するもの又は水と接触

し可燃性ガスを発生する固体又は液体 

第四類 引火性液体 引火性の液体 

第五類 自己反応性物質 
加熱等により爆発する危険性を有する固体又

は液体 

第六類 酸化性液体 

酸化力の強い液体であり、不燃物であるが、

可燃物の燃焼を著しく促進する性質を持つ液

体 
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（２）火災危険性を有するおそれのある物質を危険物に追加する際の考え方 

平成20年度に開催した「危険物等の危険性に関する調査検討会」におい

ての方針を踏まえ、火災危険性を有するおそれのある物質が次の条件の両

方を満たしている場合において、危険物に追加することが妥当であるとさ

れた。 

 

【条件①】 火災危険性 

危険物確認試験により、火災危険性を有するおそれのある物質が政

令で定める性状を有すること。 

 

危険物確認試験は、類別にいくつかの試験が定められているが、それら

の試験のいずれかを実施した結果、危険物と同等以上の性状を示した場合

をいう。 

例えば、危険物確認試験のうち、圧力容器試験（自己反応性物質の判定

を行う手法の一つ）において、試験物品の危険性が認められた場合は、条

件①に該当するものとする。 

 

【条件②】 年間生産量等 

火災危険性を有するおそれのある物質の年間生産量等（年間の生産

量又は輸入量）が下記の計算式で求められる数値以上であること。 

 

計算式 

【火災危険性を有するおそれのある物質を危険物に追加した場合

における指定数量】×100（倍）×365（日） 

 

条件②の計算式において、「火災危険性を有するおそれのある物質を危

険物に追加した場合における指定数量」とは、条件①での危険物確認試験

の結果、当該物品が当てはまる政令別表第三の性質欄に掲げる性質に対応

した指定数量をいう。指定数量とは、危険物の危険性の程度に応じて政令

第１条の11に基づき政令別表第三に定められている数量であって、指定数

量が小さいほど当該危険物の危険性が高いということができる。 

年間生産量等について、ヒドロキシルアミン等を危険物として新たに追

加することを検討する際に調査を行った、平成12年当時の年間生産量（ヒ

ドロキシルアミン50％水溶液の生産量：4,000t、硫酸ヒドロキシルアミン

の生産量：6,000t）を勘案し、上記の計算式を危険物の追加の要件とする

ことが適当であるとされた。 
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１ ヒドロキシルアミン50％水溶液（第五類第二種自己反応性物質） 

年間生産量・・・・・・・・・4,000t 

【100kg】×100×365日 ・・・3,650t 

 

２ 硫酸ヒドロキシルアミン（第五類第二種自己反応性物質） 

年間生産量・・・・・・・・・6,000t 

【100kg】×100×365日 ・・・3,650t 

 

年間生産量：平成12年度危険物委員会第１回資料より抜粋 

 

（３）火災危険性を有するおそれのある物質の調査方法 

   今回の火災危険性を有するおそれのある物質の調査方法については、次

の方法で調査した。 

ア 性状の確認を行う物質の選定方法 

ア）国内外の事故事例、文献等から火災危険性を有するおそれのある物

質を抽出し、平成25年度まで火災危険性を有するおそれのある物質と

して抽出されながら確認試験を実施しなかった物質と併せて第一次候

補物質とする。 

イ）第一次候補物質について、文献、インターネット等により用途及び

流通状況を調査し、優先順位を付け、第二次候補物質を選定する。 

イ 上記①で選定された物質の性状の確認 

第二次候補物質として選定された物品について、文献、事故原因、化

学式等の情報から想定される類別の性状に応じた確認試験を実施する。 

 

２ 消防活動阻害物質の追加に関する基本的な考え方 

（１）消防活動阻害物質の定義 

   消防活動阻害物質は、消防法第９条の３第１項において、「圧縮アセチ

レンガス、液化石油ガスその他の火災予防又は消火活動に支障を生ずるお

それのある物質で政令で定めるもの」と規定されている。当該政令では、

次の①から⑥に掲げる物質であって、以下に示す数量以上のものと規定さ

れている。 

① 圧縮アセチレンガス：40㎏ 

② 無水硫酸：200㎏ 

③ 液化石油ガス：300㎏ 

④ 生石灰（酸化カルシウム80％以上を含有するものをいう。）：500㎏ 
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⑤ 毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第２条第１項に規定する

毒物のうち別表第一の上欄に掲げる物質：当該物質に応じそれぞれ同表

の下欄に定める数量 

⑥ 毒物及び劇物取締法第２条第２項に規定する劇物のうち別表第二の上

欄に掲げる物質：当該物質に応じそれぞれ同表の下欄に定める数量 

 

（２）毒劇物の対応 

消防活動阻害物質のうち毒劇物については、「消防活動阻害物質の指定

基準に関する調査検討委員会（平成６年度）」（委員長：秋田一雄 東京

大学名誉教授）において消防活動阻害物質の追加に関する要件がとりまと

められ、基本的な考え方として、原則として危険物に該当するものを除外

し、流通実態を考慮して次のいずれかの要件に該当するものについて、消

防活動阻害物質に新たに追加する必要があることとされた。そこで、新た

に毒劇物に指定又は除外された物質について、当該指定要件に基づき消防

活動阻害物質へ追加し、又は除外することを検討することとされた。 

 

指 定 要 件 細     目 

① 常温で人体に有害な気体であ

るもの又は有害な蒸気を発生す

るもの 

○「常温」とは、温度20℃をいう。 

 

○「有害な」とは、危険な吸入毒性

を有することをいう。 

 

○「有害な蒸気を発生するもの」と

は、液体（１気圧において、温度

20℃で液状であるもの又は温度

20℃を超え40℃以下の間において

液状となるものをいう。）である

もの又は空気中の水分等と反応し

て、危険な吸入毒性を有する気体

を発生する固体（気体及び液体以

外のものをいう。）であるものを

いう。 

② 加熱されることにより人体に

有害な蒸気を発生するもの 

○「加熱されること」とは、火災時

における温度上昇をいう。 

 

○「有害な蒸気を発生するもの」と
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は、固体であって、融解若しくは

昇華するもの又は分解により危険

な吸入毒性を有する気体を発生す

るものをいう。 

③ 水又は酸と反応して人体に有

害な気体を発生するもの 

○「有害な気体を発生するもの」と

は、固体であって、危険な吸入毒

性を有する気体を発生するものを

いう。 

④ 注水又は熱気流により人体に

有害な粉体が煙状に拡散するも

の 

○「粉体」とは、流通する形状が粉

粒状（目開きが２mmの網ふるいを

通過する量が10％以上であるも

の）であるものをいう。 
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Ⅲ 火災危険性を有するおそれのある物質の対応 

１ 調査方法 

  調査方法は、次のとおりである。 

（１）第一次候補物質の抽出 

「①国内外の事故事例調査」、「②文献等調査」、「③未実施物質の調

査」から、火災危険性を有するおそれのある物質を抽出する。 

 

ア 国内外の事故事例調査 

以下の事故事例等から、過去１年間に発生・報道された火災・爆発事

故に関与した火災危険性を有するおそれのある物質を抽出する。 

・火災原因調査報告データ（消防庁） 

・危険物に係る事故事例（消防庁） 

・災害情報データベース（特定非営利活動法人災害情報センター） 

・事故事例データベース（高圧ガス保安協会） 

・労働災害事例（安全衛生情報センター、中央労働災害防止協会） 

・リレーショナル化学災害データベース（独立行政法人産業技術総合研究所） 

・データベースｅＭＡＲＳ（欧州委員会共同研究センター） 

・データベースＦＡＣＴＳ（オランダ応用科学研究機構） 

・新聞・インターネット等で報道された火災・爆発事故 

・ILITY (Finland) 

・U.S. Chemical Safety Board (CSB) 

 
イ 文献等調査 

以下の文献等から、火災危険性を有するおそれのある物質を抽出する。 

① 一般化学物質等の製造・輸入数量（24年度実績）について（平成

26年３月７日経済産業省公表）で示された化学物質のうち、年間

100トン以上の製造・輸入量がある物質 

② 16514 の化学商品（化学工業日報社）(2014年版)において、

16313 の化学商品（化学工業日報社）(2013年版)と比較して新たに

追加された物質 

③ ＩＡＴＡ規則書において、危険物として定義されている物質 

④ 平成25年度において、化学品の分類及び表示に関する世界調和シ

ステム（ＧＨＳ）に分類された物質又は見直した物質（ＧＨＳ関係

省庁連絡会議、厚生労働省、経済産業省、環境省） 
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  ウ 未実施物質の調査 
平成25年度に開催した火災危険性を有するおそれのある物質等に関す

る調査検討会における調査において、火災危険性を有するおそれのある

物質として抽出されていたが、これまで危険物確認試験を実施していな

かった物質を抽出する。 
 
（２）第二次候補物質の選定 

第一次候補物質に抽出された火災危険性を有するおそれのある物質につ

いて、文献、インターネット等により、それぞれの物質の性状、用途、流

通状況等を調査し、以下の①から⑤に示すグループに分類する。 

①  火災・爆発事故に関与した可能性のある物質 

②  製造・輸入量100 t/年以上の物質 

③  製造・輸入量100 t/年未満の物質 

④  用途のみが把握できた物質 

⑤  用途及び流通量が把握できなかった物質 

 

（３）火災危険性評価 

第二次候補物質について、前（２）のグループに付した番号順を優先に、

当該物質毎に想定される火災危険性に応じた類別の確認試験を行う。 

 

２ 調査結果 

（１）第一次候補物質の調査結果 

①国内外の事故事例調査（２物質） 

・アルミン酸ナトリウム 

・ホウフッ化ナトリウム 

 

③未実施物質の調査（９物質） 

・１H-トリアジン 

・デカボラン(14) 

・三塩化窒素 

・ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－４－オキソベンゾトリアジン－３－イルメチル 

・ビス(ジメトキシチオホスフィ二ル)ペルスルフィド 

・四硫化四窒素 

・5-メチル-1-(1-メチルエチル)-1,2,3アザジホスホール 

・1,2-シクロブタンジオン 

・三ヨウ化窒素 
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（２）第二次候補物質の調査結果 

①火災・爆発事故に関与した可能性のある化学物質（２物質） 

・アルミン酸ナトリウム 

・ホウフッ化ナトリウム 

 

②製造・輸入量100 t/年以上の化学物質（０物質） 

 

③製造・輸入量100 t/年未満の化学物質（２物質） 

・１H-トリアジン 

・デカボラン(14) 

 

④用途のみが把握できた化学物質（２物質） 

・三塩化窒素 

・ジチオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－４－オキソベンゾトリアジン－３－イルメチル 

 

⑤用途及び流通量が把握できなかった化学物質（５物質） 

・ビス(ジメトキシチオホスフィ二ル)ペルスルフィド 

・四硫化四窒素 

・三∃ウ化窒素 

・1,2-シクロブタンジオン 

・5-メチル-1-(1-メチルエチル)-1,2,3アザジホスホール 

 

 

（３）火災危険性評価 

第二次候補物質のうち、試験のために入手が可能な物質であり、優先順

位が上位のもののうち、確認試験を行ったことのない物質（２物質）につ

いて、当該物質毎の想定される火災危険性に応じた危険物確認試験を実施

した。また前年度の候補物質であった2-クロロアセトアルドオキシムにつ

いて、入手が可能となったため確認試験を実施した。 

 

火災危険性評価を実施した物質 二次候補物質のグループ 

・アルミン酸ナトリウム 

・ホウフッ化ナトリウム 
① 

・2-クロロアセトアルドオキシム ④ 
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当該危険物確認試験を行った結果、アルミン酸ナトリウム、ホウフッ化

ナトリウムは危険物に相当する性状は示さなかった。2-クロロアセトアル

ドオキシムは第５類第二種自己反応性物質の性状を示した（図表１）。 

 

 

 

確認試験の結果 

 

No. 物質名 化学構造式 状態 
危 険 物 確 認 試 験 

類別 試 験 項 目 評 価 結 果 

1 
アルミン酸ナトリ

ウム 
AlNaO2 固体 3 

自然発火性試験 危険性なし 

非危険物 

水との反応性試験 危険性なし 

2 
ホウフッ化ナトリ

ウム  

NaBF4 

固体 3 

自然発火性試験 危険性なし 

非危険物 

水との反応性試験 危険性なし 

3 
2-クロロアセトア

ルドオキシム 
 

 

液体 5 

熱分析試験 危険性有り 第５類 

第二種自己

反応性物質 圧力容器試験 危険性なし 

 

３ 調査結果について 

  今回調査した物質のうち「アルミン酸ナトリウム」、「ホウフッ化ナトリ

ウム」は危険物確認試験により政令で定める性状を有した物質ではなかった。 

  「2-クロロアセトアルドオキシム」については、第５類の危険物の性状を

示したものの、用途は医薬・農薬の中間体であり、国内における生産量及び

輸入量は１ｔ未満※１であることを考えると、新たに危険物に指定することは

適当ではない。今後も生産量、輸入量等を調査し、それらが増加した場合に

再度検討することとする。 

以上のことから今回の調査時点においては、新たに危険物に追加する物質

はないとの結論に達した。 

※1 平成24年度における一般化学物質等の製造・輸入数量(経済産業省) 

 

図表１ 
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Ⅳ 消防活動阻害物質の対応 

１ 毒物及び劇物取締法に基づき毒物又は劇物に指定又は除外された物質 

  今回、毒物及び劇物指定令の一部改正（平成26年６月25日及び平成26年７

月１日に施行）により、新たに指定及び除外された物質は以下のとおりであ

りる。 

（１）毒物に指定された物質 

No. 物     質     名 
危険物の 

指定 

１ 1-クロロｰ2,4-ジニトロベンゼン及びこれを含有する製剤 
第５類 

ニトロ化合物  

２ クロロ炭酸フェニルエステル及びこれを含有する製剤 
第４類 

第二石油類 

 

（２）劇物に指定された物質 

No. 物     質     名 
危険物の 
指定 

１ ピロカテコール及びこれを含有する製剤 － 

 

（３）劇物から除外された物質 

No. 物     質     名 
消防活動阻害

物質の指定 

１ 
N-(4-シアノメチルフェニル)-2-イソプロピル-5-メチルシ

クロヘキサンカルボキシサミド及びこれを含有する製剤 
指定なし 

２ (4Z)-4-ドデセンニトリル及びこれを含有する製剤 指定なし 
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２ 消防活動阻害物質の対応の検討 

  毒物及び劇物指定令の一部改正により新たに指定又は除外されたものにつ

いて、消防活動阻害物質に追加又は除外することについては、Ⅱ２の基本的

な考え方に基づき、以下の対応が妥当であると考えられる。 

（１）毒物に指定された２物質は既に危険物に該当しているため、消防活動阻

害物質には追加しない。 

（２）劇物に指定された「ピロカテコール及びこれを含有する製剤」について

は、消防活動阻害物質としての指定について検討する必要がある。 

（３）毒劇物から除外された２物質については、消防活動阻害物質に指定され

ている物質ではないことから、対応は要しない。 
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消防活動阻害物質の指定の検討結果は以下のとおりである。 

（１）「ピロカテコール及びこれを含有する製剤」については、ピロカテコー

ルのＭＳＤＳに、火災時の対応として、「燃焼ガスには、一酸化炭素などの

有毒ガスが含まれるので、消火作業の際には、煙の吸入を避ける。」とある

ことから、粒度測定及び加熱発生ガスの分析を行った。(図表２) 

以下の理由により、消防活動阻害物質として指定することが適当である。 

ア 平均粒径が420μm未満の粉粒状（目開き2mmの網ふるいを通過する量

が10％以上であるもの）であること。 

イ 500℃から800℃において有毒ガスが発生していること。 

ウ 年間生産量が3,083ｔ、年間輸入量が168ｔであること。 

     ※「一般化学物質等の製造・輸入数量（24年度実績）について」（経済産業省） 

 

図表２ 

 

測定項目 温度範囲 

発生量（mg/g） 200kg/300㎥＊１ 

急性毒性 

n1 n2 n3 平均 平均(g)/㎥ 

ベンゼン 

 (ァ) 室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 LC50: 

10000ppm≒32.2g/㎥ 

 (Rat 7h吸入) 

 (ィ) 300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01  <0.01 

 (ゥ) 500～800℃ 0.37  0.57 0.49  0.48  0.32 

ホルムアルデヒド 

 (ァ) 室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01  <0.01 LC50: 

0.578 mg/L≒0.578g/㎥ 

 (Rat 4h吸入) 

 (ィ) 300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01  <0.01 

 (ゥ) 500～800℃ 0.12  0.18  0.13  0.15  0.10 

アセトアルデヒド 

 (ァ) 室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 LC50: 

13300ppm≒24.2g/㎥ 

(Rat 4h吸入) 

 (ィ) 300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

 (ゥ) 500～800℃ 0.22 0.30  0.23  0.25  0.17 

アクロレイン 

 (ァ) 室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 LC50: 

18 mg/㎥≒0.018g/㎥ 

(Rat 4h吸入) 

 (ィ) 300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

 (ゥ) 500～800℃ 1.5 1.5 1.5 1.5 1.00 

ベンズアルデヒド 

 (ァ) 室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 LC: 

＞500㎎/㎥ 

(Rat吸入) 

 (ィ) 300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

 (ゥ) 500～800℃ 0.11 0.11 0.11 0.11 0.073 

＊１ 200kg（劇物の指定数量）を 300㎥（10m×10m×3m）の倉庫に貯蔵した場合を想定したもの 
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資料２ 

第二次候補物質一覧 

 
①  火災・爆発事故に関与した可能性のある化学物質（２物質） 

IUPAC名 一般名称 CASNo. 化学構造式（Mw）

1 - アルミン酸ナトリウム1302-42-7 AlNaO2(81.97)
屋外貯蔵タンクへの手すり溶接作業中に
隣接タンク（内容物　アルミン酸ナトリウ
ム）が爆発。2013.8.2韓国での事故

粉末（白色） と
液体　の２種
固体：
無色の結晶、融
点1800℃、水へ
の溶解度＝易溶
不燃性
液体：
消防法=非該当、
可燃性＝なし、爆
発性＝なし、腐食
性＝あり（強アル
カリ）

土壌硬化剤、
製紙のサイズ
剤、水処理用
凝集助剤、触
媒原料、セメン
ト急結剤

10～20トン（2012
年）
（出典：化審法　一
般化学物質製造・輸
入数量）

当該物質は危険物
に該当しなくても、
強アルカリ性で金属
との接触や他の成
分との混合により、
火災爆発危険性の
ある物質を生成する
おそれがある。

情報源によるとタンク内のアルミン酸ソー
ダが何らかの熱源に接触したことによる
爆発としているが、アルミン酸ナトリウムそ
のものは不燃性である。隣接タンク上部で
の手すり溶接作業の「火種」から引火爆発
しているので、タンク内の強アルカリ下で
アルミニウムと反応して水素ガスが発生
し、タンク内で爆鳴気を形成していたので
はないかと推定される。（ＭＣＴＲ推定）
当該物質は消防法の危険物ではないが、
火災爆発危険性ガスを生成する可能性が
あるため、念のため検討物質として挙げ
た。

- -

③災害情報データベース
Ａ）Yonhap News Agencyの記
事及びＢ）Australasian
Institute od Dangerous Goods
Consultants　(AIDGC)の
WHAT'S HAPPENING? August
2013 の記事
Ａ）爆発で完全に破壊された
写真、記事内容はＢ）より少な
い。
Ｂ）Hwaseong 化学プラントで
爆発　死者2名、負傷者1名。
ソウルから60km南方の
Hwaseonにある化学プラント
の６０ＫＬタンク（内容物アルミ
ン酸ソーダ約２０ＫＬ）のタンク
が爆発した。警察によると、３
人の作業員が隣のタンクの手
すりを設置するため溶接作業
中に爆発が発生した。警察に
よると、アルミン酸ソーダが熱
源と接触した時に爆発が起
こったのではないか、という。

毒物及び劇物取締法に該
当する化学品を意図的成
分として含有せず、
購入原料に不純物として含
有するとの情報を受けてい
ません。
労働安全衛生法
名称通知危険/有害物（第
57条の2、令第18条の2別
表9）：
アルミン酸ナトリウム(区分
内番号37)
化学物質管理促進(PRTR)
法に該当しない。
消防法に該当しない。

2 -

ホウフッ化ナトリウ
ム（sodium
borofluoride）
別名：
・四フッ化ホウ酸ナ
トリウム
・テトラフルオロホ
ウ酸ナトリウム

13755-29-8 NaBF4（109.75）

左記物質、テトラヒドロフラン、水素化ホウ素
ナトリウムの混合物が入った55ガロン（約
200L）の容器から出火。2013.05.05米国・ミシ
ガン州の化学工場での事故。

白色結晶
融点：384℃（分
解）
空気中で強熱する
と有害なフッ化水
素、三フッ化ホウ
素を発生する。

アルミニウム合
金のフラックス、
アルミスクラップ
のマグネシウム
の除去剤、非鉄
金属ごとにアル
ミニウムの金属
粒度改良剤及び
精製のフラック
ス、金属表面処
理、有機フッ素
化合物の合成原
料

ホウ素化合物の排
出・移動量
2013年度ＰＲＴＲ集計
値　6,795トン
（出典：ＮＩＴＥ　ＣＲＩ
Ｐ）
ホウフッ化ナトリウム
単体の生産量は不明

-

他物質との混合状態で出火したとみられ
る。本物質自体は危険物指定が見られな
いが、念のため要検討と判断。ホウフッ化
ナトリウムは不燃性で非危険物であるが、
火炎等で強熱されるとフッ化水素、三フッ
化ホウ素を発生し、消防活動において有
毒ガスへの対応が必要になる。

- -

弊社提案DB「ility」（フィンラン
ド）より。左記混合物中、テトラ
ヒドロフランおよび水素化ホウ
素ナトリウムは消防法で危険
物指定があるが、ホウフッ化
ナトリウムについては指定が
ない。

（１） 労働安全衛生法施行
令 第５７条の２施行令１８
条の２別表第９（ＭＳＤＳ）
487 号
（２） 特定化学物質の環境
への排出量の把握等及び
管理の改善の促進に関す
る法律（ＰＲＴＲ法）政令第
１条 第１種指定化学物質
405 号
（３） 水質汚濁防止法 人の
健康に係る被害を生ずる
おそれがある物質
（４） 水道法 規制物質
（５） 下水道法 施行令 規
制物質
（６） 廃棄物の処理及び清
掃に関する法律 規制物質
（７） 毒物劇物取締法 別表
第二劇物 劇令-96 号
（８） 船舶安全法、危険物
船舶輸送及び貯蔵規則 危
険物 腐食物質
（９） 航空法 腐食性物質

No.

（ア）物質名等

（イ）事故概要等 （ウ）物質の状態 （エ）用途 （オ）流通量等 （現行法）（カ）予想される危険性（キ）一次候補物質としての抽出可否、理由 （選考根拠（DB等））（ク）候補類別 （ケ）過去調査情報
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② 製造・輸入量 100t/年以上の化学物質（０物質） 
③ 製造・輸入量 100t/年未満の化学物質（２物質） 

3 １H-トリアジン アジ化水素 7782-79-8

N3H

(43.03)

第５類自己反
応性物質、ア
ゾ化合物（法
第２条第７項
危険物別表第
１・第５類）

-

耐えられない刺激臭、無色透明液
体
融点：-80℃
沸点：37℃
沸点： 35.7 ℃
蒸気圧 484 mmHg （25 ℃ EST）
比重（密度） 1.09 (20 ℃/4 ℃) :
 水に可溶 :
（以上　安全情報センターMSDS)

・爆発性を有する。
・シアン化水素(青酸)並みの猛毒で、皮膚、粘膜などを刺激
する。取り扱いには適切な設備と厳重な管理を要する。
危険物に係る事故事例　（1998.08.04）
5-アミノテトラゾール製造過程で発生するアジ化水素が、除
外途中にベントコンデンサーで冷却液化され、構造上不必要
な配管に液溜まりした。また、5-アミノテトラゾール製造に係
る熟成時間を、3時間から1時間に短縮したことで、溶存アジ
化水素量が多くなり、高濃度のアジ化水素酸として凝縮さ
れ、濃度が安全領域を越えた。この状況で何らかの振動又
は衝撃により爆発したと推定される。

・副生成物質
・工業用の砲弾起爆装置に重金属アジドとし
て使われる。
・•有機合成､起爆薬､アジ化鉛製造

・副生成品での事故
で、一般流通はない
・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料(H24）に記載な
し

4
デカボラン
（14）

デカボラン（14） 17702-41-9

（122.21）

- -

融点：99.6℃
沸点：213℃
引火点：80℃
発火点：149℃(300F)
（以上NITE CHRIP)
白色結晶性粉末
（以上　和光純薬MSDS)

・粉末や顆粒状で空気と混合すると、粉塵爆発の可能性が
ある。
・加熱、あるいは炎との接触により爆発することがある。
・300℃に加熱すると徐々に分解してホウ素、引火性のガス
(水素)を生じ、燃焼すると有毒なフューム(ホウ素酸化物)を生
じる。
・ハロゲン化物、エーテルと徐々に反応し、衝撃に敏感な物
質を生じる。
・酸化剤と爆発的に反応する｡水や湿気と反応し、引火性ガ
ス(水素)を生じる。
・このエアロゾルは眼、皮膚、気道を刺激する。中枢神経系
に影響を与え、疲労、興奮性亢進、昏迷を生じることがある。

国連番号　1868　デカボラン
国連分類　4.1　可燃性物質

触媒、燃料、イオンビーム発生源

・製造/輸入数量
（H24）記載なし
・過去５年で1kg以下
／入手可能
・試薬ベース（和光）
\140,000/10g

現行法No. IUPAC名 一般名称 CASNo. 化学構造式（Mw） 候補類別 物質の状態 事故・性情等 用途 年間生産量 選考根拠（DB等）
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④ 用途のみが把握できた化学物質（３物質） 

 
  

5 三塩化窒素 三塩化窒素 10025-85-1

Cl3N

(120.37)

- -

揮発性と刺激臭を持つ黄色油状液体
融点：-40℃
沸点：71℃
溶解度：水　不溶
　ベンゼン、クロロホルム、四塩化炭
素に可溶
密度：1.635g/mL
（以上Wikipedia)

・単離精製した場合非常に不安定で、光や水が存在すると
通常24時間以内に分解する。純粋な三塩化窒素と有機化合
物や触媒表面を接触させた状態で衝撃を与えると、自己反
応熱によって爆発が起こる。
・非常に強力な爆発物であり、凍結、加熱、日光、テルピネン
などの有機化合物との接触などによって容易に爆発する。
・危険物に係る事故事例　1969.4.29
トルエン及び反応液が流出し、油分離槽に滞留した。この排
水がアルカリ性となり、三塩化窒素が生成し、浮遊する油に
溶解した。この油をドラム缶で汲み上げたところ、そのサピが
触媒となって三塩化窒素が分解し、爆発した。

副生成物質
 含窒素化合物と塩素の反応の副生物として
生成する。特に塩素化イソシアヌル酸とさら
し粉（次亜塩素酸カルシウム）との接触によ
り三塩化窒素が生成し、爆発・危害を及ぼす
ことがある。（出典：林純薬工業(株)　高度さ
らし粉の製品安全データシート）

・副生成品での事故
で、一般流通はない
・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し

6

ジチオりん
酸Ｏ，Ｏ－ジ
メチル－４
－オキソベ
ンゾトリアジ
ン－３－イ
ルメチル

アジンホスメチル 86-50-0

(317.32)

- -

固体
融点:73-74℃
沸点:>200℃(分解)
水溶解度
:33mg/L
比重:1.44
（以上　NITE CHRIP)

化学的危険性：200℃以上での加熱や燃焼により分解し、有
毒で腐食性のフューム（窒素酸化物、リン酸化物、イオウ酸
化物）を生じる。

農薬（有機りん系殺虫剤）　　　　2009年5月
に食品安全委員会が農薬評価書を公表して
いる。

殺虫剤の混合成分
の1つとして使用さ
れている。ある農薬
ではアジンホスメチ
ルの濃度は0.02％
である。（出典：林純
薬工業(株)）

前
年
度
候
補
物
質

2-クロロア
セトアルドオ
キシム

クロロアセトアルドオキ
シム

51451-05-9

（93.51）

- 5

アルドオキシムの蒸留中に起こる爆発
や激しい分解は、自動酸化により生成
する過酸化物の存在が原因である可
能性がある(HB-Oximes(オキシム)')。
類似物質：アセトアルデヒドオキシム
[ヒド□キシイミノエタン](HB5-0829)

FACTS(No.12504　1993　USA　化学工場 医薬・農薬中間体
国内生産／輸入情
報はない

H15/H17年度候補（FACT）

海外事故事例
再調査

候補類別 物質の状態 事故・性情等 用途 年間生産量 選考根拠（DB等）No. IUPAC名 一般名称 CASNo. 化学構造式（Mw） 現行法
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⑤ 用途及び流通量が把握できなかった化学物質（５物質） 

7

ビス（ジメトキ
シチオホスフィ
ニル）ペルスル
フィド

ビス（ジメトキシチオホ
スフィニル）ペルスル
フィド

5930-71-2

(266.15)

－ -
固体？
沸点　332.4℃
引火点　154.8℃

MARS(December　1990)
塩素化設備において発生した爆発事故。3℃で行われるべき
操業が、塩素の添加が早すぎたことと冷却不足により30℃を
超えていた。溶剤が蒸発し、そして、MP1、MP2及びMP11(ビ
ス(ジメトキシチオホスフィ二ル)ペルスルフィド)の分解温度に
達した時、突然、素早く分解が起こり、反応器が変形した結
果、開口より可燃性ガス漏えいした。そのガスが着火、爆発
が生じた。

不明

・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し
・国内生産／海外製
造情報はない

8 四硫化四窒素 四硫化四窒素 28950-34-7

N4S4

（184.29）
- -

橙黄色結晶
融点：178℃
沸点：207℃(爆燃）
(以上Wikipedia)

・加熱や衝撃で容易に爆発する。
・事故事例(FACTS、研究所、実験室)
化学物質の爆発事故概要不明
爆発的分解のおそれ

過酸化物や硝酸塩、塩素酸塩などの酸化剤
と混合したものは雷管に装填するのに使わ
れたことがある

・製造/輸入数量
（H24）記載なし
・現在日本では生産
していない。海外の
流通情報もない

9 三ヨウ化窒素 三ヨウ化窒素 13444-85-4

I3N
(394.72)

- -

赤色固体
三塩化窒素類似物質
合成された三∃ウ化窒素は、非常
に爆発性が高く、0℃以下で分解す
る。これは臭素および塩素の類似体
のように高い吸熱性をもっている
(BH5-4476)衝撃に敏感で爆発を起
こす。少量に軽く触れただけでも黒
色火薬のような破裂音とともに爆発
し、ヨウ素蒸気からなる紫色の煙を
発生する。

爆発性、分解。衝撃爆発
非常に不安定で輸送できない

超爆発性

・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し
・流通情報はない

10
1,2ｰシクロブタ
ンジオン

1,2ｰシクロブタンジオ
ン

33689-28-0

(84.07)

- -

Bretherick's Handbookにそのジオン
は冷所で貯蔵し、重合を防止するた
め直火から離して取り扱わなければ
ならないと記載がある。

冷所貯蔵し、直火から離して取り扱う 不明

・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し
・製品として国内流
通していない

11

5-メチルｰ1-
（1-メチルエチ
ル）-1,2,3-ア
ザジホスホー
ル

5-メチルｰ1-（1-メチル
エチル）-1,2,3-アザジ
ホスホール

126330-30-1

（159.11）

- -
性状
この物質は極度の自然発火性をも
つ(HB5-2369)

リンを含む酸のエステル 不明

・経産省の一般化学
物質製造・輸入数量
資料（H24）に記載な
し
・日本及び海外の流
通情報はない

現行法No. IUPAC名 一般名称 CASNo. 化学構造式（Mw） 候補類別 物質の状態 事故・性情等 用途 年間生産量 選考根拠（DB等）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険物確認試験結果 
 

 

 

 

 

① アルミン酸ナトリウム 

② フッ化ナトリウム 

③ ２－クロロアセトアルドオキシム 

 
  

資料３ 
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資料４ 
消防活動阻害物質候補一覧（５物質） 

 

(*1) 厚生労働省 毒物および劇物指定の一部改正について（通知）薬食発 0625第 2号 

(*2) 経済産業省 一般化学物質の製造・輸入数量（平成 24年度実績）  

(*3) 厚生労働省 職場のあんぜんサイト モデル SDS 

  

物質名
CAS No.
化審法番
号

分子量 用途(*1) 性状(*1) 流通量(*2)
危険物
の指定

SDS等における
火災時の対応
(*3)

（厚生労働
省）
毒物・劇物
指定　(*1)

予想される消防活
動
阻害物質に関する
指
定要件該当項目

消防活動阻
害
物質指定の
候補（案）

1
1-クロロｰ
2,4-ジニトロ
ベンゼン

CAS No
97-00-7
化審法
3-454

（MW 202.6）

アルキル
化、アリ
ル化及び
置換反応
用試薬。
染料、防
カビ剤等
の製造に
使用。

淡黄色の
結晶およ
び結晶性
粉末

引火点
194℃
（c.c.）
・強酸化
剤、強塩基
と反応す
る。

・製造輸入数量
（2012年度）
　1,000トン未満

第５類
ニトロ化
合物 自
己反応
性物
質、

水噴霧、泡消火
薬剤、乾燥砂に
より消火する。
火災時に刺激性
もしくは有毒な
ヒューム（または
ガス）を放出す
る。

本物質及び
これを含有
する製剤を
「毒物」に指
定した。

②：加熱されること
により人体に有害な
蒸気を発生するも
の。

非指定

2
クロロ炭酸
フェニルエス
テル

CAS No
1885-14-
9
化審法
3-629

（MW 156.6）

合成用試
薬。クロ
ロ炭酸エ
ステル類
として、
重合触
媒、プラ
スチック
の改質、
繊維処
理、医薬
品に使
用。農薬
の原料と
して使
用。

刺激臭の
ある無色
の液体

引火点
69℃(c.c.)

加熱や水、
湿気との
接触により
分解し、有
毒ヒューム
を発生す
る。
酸、アル
コール、ア
ミン、塩
基、酸化
剤、金属と
激しく反応
する。

・製造輸入数量
（2012年度）秘
密保持のため
開示なし。
・価格（試薬ﾍﾞｰ
ｽ東京化成）
\10,900/500mｌ

第４類
引火性
液体、
第ニ石
油類非
水溶性
液体

粉末消火薬剤、
泡消火薬剤、二
酸化炭素、砂に
より消火する。
水による消火は
不可。
火災時に刺激性
もしくは有毒な
ヒューム（または
ガス）を放出す
る。

本物質及び
これを含有
する製剤を
「毒物」に指
定した。

①：常温で人体に有
害な気体であるもの
又は有害な蒸気を
発生するもの
②：加熱されること
により人体に有害な
蒸気を発生するもの

非指定

3
ピロカテコー
ル

CAS No
120-80-9
化審法
3-543

（MW 110.1）

香料、重
合防止
剤、抗酸
化剤、医
薬品、農
薬の合成
原料とし
て使用。
また、レ
ジストの
剥離剤、
脱酸素剤
（活性炭
吸着
剤）、メッ
キ処理剤
の原料と
して使
用。

特徴的臭
気のある
無色結晶

引火点
127℃
（c.c.）

酸化剤と
反応する

・製造輸入数量
（2012年度）
　10,000トン
・価格
（試薬ベース和
光）
￥10,500/500g

非該当

水噴霧、粉末消
火薬剤により消
火する
燃焼ガスには、
一酸化炭素など
の有毒ガスが含
まれるので、消
火作業の際に
は、煙の吸入を
避ける。

本物質及び
これを含有
する製剤を
「劇物」に指
定した。

②加熱されることに
より人体に有害な蒸
気を発生するもの

非指定

4

N-(4-シアノ
メチルフェニ
ル)-2-イソプ
ロピル-5-メ
チルシクロ
ヘキサンカ
ルボキシサ
ミド

CAS No
852379-
28-3
化審法
対象デー
タなし

（MW 298.4）
調合香料
の原料

白色～微
黄色固体

- - -

本物質およ
びこれを含
有する製剤
を「劇物」か
ら除外し
た。

- 非該当

5
(4Z)-4-ドデ
センニトリル

CAS No
1071801-
01-8
化審法
対象デー
タなし

（MW 179.3）

香粧品用
香料の調
合原料

液体
130℃

- - -

本物質およ
びこれを含
有する製剤
を「劇物」か
ら除外し
た。

- 非該当
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資料５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防活動阻害物質 

加熱発生ガス等分析試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ピロカテコール 
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消防活動阻害物質の候補物質の加熱発生ガス等分析業務 

 

１．目的 

候補物質（ピロカテコール）について加熱発生ガス分析を行い、火災時において当該物質から発

生する毒性ガスの種類、量等を予測することを目的とする。合わせて当該物質の粒度試験を実施す

る。 

    

２．当該物質の入手状況 

 

 

 

              

 

 

図 1 ピロカテコール 標準品（Lot:KPP2683） 

 

No 物質名 Lot No. 入手量 入手先 参照図 

1 ピロカテコール Lot:KPP2683 100g 和光純薬工業株式会社 1 
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３．分析・試験方法 

３．１ 試験項目 

   表 1に試験項目を示す。 

 

表 1 試験項目一覧 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

 

３．２ 粒度確認試験 

３．２．１ 試験方法 

試料を吸出し口の気流中に入れ、分散した試料にレーザー光線を照射し、その回折(散乱)

を測定して粒度を求めた。 

 

３．２．２ 使用装置 

    マイクロトラック粒度分析計（日機装㈱製 MT-3300EXⅡ） （図 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 マイクロトラック粒度分析計（日機装㈱製 MT-3300EXⅡ） 

試験項目 

粒度確認試験 

加熱発生ガス試験 
定量分析※ 

ベンゼン 

ホルムアルデヒド 

アセトアルデヒド 

定性分析 

※ 特に人体に有害な物質として仕様書（３）のイに例示された化合物のうち、 

 試料構造から発生する可能性がある化合物を定量分析対象とした 
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 ３．３ 加熱発生ガス試験 

３．３．１ 試験方法 

空気通気下で試料 0.5g ※を管状炉にて加熱したときの発生ガスを、3水準の昇温範囲で採

取した。加熱条件を表 2に、分析成分ごとの捕集方法および測定方法を表 3に示す。 

 

※ 仕様書に記載の試料 1g をもちいた場合、加熱試験時に試験経路内に付着する試料由来の

粉体によって、ガス流通ラインが閉塞する可能性が確認されたので、ご依頼者と協議のも

と試料量を削減して試験を行うこととした（加熱試験時の状態は 5.備考を参照）。 

 

表 2 加熱条件一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 加熱発生ガス試験におけるガス採取イメージ 

 

表 3 分析成分別の捕集方法および測定方法一覧 

 

 

 

 

 

 

条件 
昇温範囲 

（℃） 

昇温速度 

（℃/min） 

空気流量 

（L/min） 

（ア） 室温～300 30 0.5 

（イ） 300～500 30 0.5 

（ウ） 500～800 30 0.5 

 

分析成分 捕集法 測定方法 

ベンゼン 

定性分析 
ガスバック捕集 

ガスクロマトグラフ質量分析計

（GC-MS） 

ホルムアルデヒド 

アセトアルデヒド 
DNPH溶液捕集※1 

高速液体クロマトグラフ 

（HPLC） 

※1 DNPH溶液：0.8%DNPH＋1.0%リン酸のアセトニトリル溶液 
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３．３．２ 使用装置      

（1）管状炉：Mizukami Electric 製 （図 4）  

（2）ガスクロマトグラフ質量分析計：Agilent製 7890/5975C （図 5） 

（3）高速液体クロマトグラフ：Agilent製 1100LCシステム （図 6） 

   

     

図 4 管状炉（MizukamiElectric 製） 

 

         

図 5 ガスクロマトグラフ質量分析計 7890/5975C（Agilent製） 
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図 6 高速液体クロマトグラフ 1100LC システム（Agilent製） 

 

            

４．分析・試験結果 

４．１ 粒度確認試験 

   試験結果を図 7に示す。 

   粒径を小さいものから累計した結果、約 420μmで 100%に達成した。よって試料のほぼすべて

の粒径が約 420μm未満であることから、仕様書 2-(2)に記載された“目開き 2mmの網ふるいを

通過する量が 10%以上であること”が確認された。 

51 
 



 

図 7 ピロカテコール（Lot:KPP2683）の粒度分布測定結果 
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４．２ 加熱発生ガス試験 

４．２．１ ベンゼン、アセトアルデヒド、ホルムアルデヒド定量結果 

    試験結果を表 4に、加熱発生ガス試験前後の試料状態を図 8に示す。 

また、ベンゼンの発生量の推移を図 9に、GC-MSの SIMクロマトグラムを図 10に示す。 

同様にホルムアルデヒド、アセトアルデヒドの発生量の推移を図 11、図 12に、HPLCクロマ

トグラムを図 13 に示す。 

ベンゼン、アセトアルデヒドおよびホルムアルデヒド全ての物質において、（ウ）500～800℃

の温度領域でのみ発生が見られた。また、（ア）室温～300℃、（イ）300～500℃までの温度

領域では発生量は 0.01mg/g 以下であった。 

 

表 4 ピロカテコールの試験結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

図 8 ピロカテコール（Lot:KPP2683） 加熱発生ガス試験前後の試料状態  

 

試料皿【加熱前】 

管状炉内【加熱後】 試料皿【加熱後】 

測定項目 温度範囲 
発生量（mg/g） 

n1 n2 n3 平均 

ベンゼン 

 (ァ) 室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

 (ィ) 300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01  

 (ゥ) 500～800℃ 0.37  0.57 0.49  0.48  

ホルムアルデヒド 

 (ァ) 室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01  

 (ィ) 300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01  

 (ゥ) 500～800℃ 0.12  0.18  0.13  0.15  

アセトアルデヒド 

 (ァ) 室温～300℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

 (ィ) 300～500℃ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

 (ゥ) 500～800℃ 0.22 0.30  0.23  0.25  
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図 9 ベンゼンの発生量の推移 
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図 10 GC-MSの SIMクロマトグラム（m/z=78） 
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図 11 ホルムアルデヒドの発生量の推移 

 

 

図 12 アセトアルデヒドの発生量の推移 
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図 13 HPLCクロマトグラム 

 

 

 

 

 

（ア）    （イ）   （ウ） 

（ア）     （イ）    （ウ） 

ホルムアルデヒド 
アセトアルデヒド 

DNPH 溶液 

 

DNPH 溶液 

（ア）室温～300℃ 

（イ）300～500℃ 

（ウ）500～800℃ 

DNPH 溶液 

55 
 



４．２．２ 定性結果及びアクロレイン、ベンズアルデヒドの定量結果  

定性結果及びアクロレイン、ベンズアルデヒドの定量結果を表 5に示す。 

また、GC-MS トータルイオンクロマトグラムを図 14に、図 14 Aの拡大図を図 15に、マス

スペクトルを図 16～30に示す。 

 

表 5 定性結果及びアクロレイン、ベンズアルデヒドの定量結果  

ピーク

No. 
推定化合物 構造式 

(ァ) 

 室温～

300℃ 

(ィ) 

300～

500℃ 

(ゥ) 

500～

800℃ 

マススペ

クトル 

① アセチレン H H × × ○ 図 16 

② 不明  × × ○ 図 17 

③ １－プロピン  × × ○ 図 18 

④ ホルムアルデヒド 
H

H
O

 
× × ○ 図 19 

⑤ アセトアルデヒド O
 × × ○ 図 20 

⑥ シクロペンタジエン 
 

× × ○ 図 21 

⑦ フラン 
O

 
× × ○ 図 22 

⑧ アクロレイン O 
× 

(<0.01) 

× 

(<0.01) 

○ 

(1.5) 
図 23 

⑨ ベンゼン 
 

× × ○ 図 24 

⑩ メチルビニルケトン 
O

 
× × ○ 図 25 

⑪ スチレン 
 

× × ○ 図 26 

⑫ 2-エチル-1-ヘキサノール 
OH

 
○ ○ ○ 図 27 

⑬ ベンゾフラン 
O

 
× × ○ 図 28 

⑭ ベンズアルデヒド 

HO

 

× 

(<0.01) 

× 

(<0.01) 

○ 

(0.11) 
図 29 

⑮ 不明  × × ○ 図 30 

                               ※○：検出有 ×：検出無 

                               ※( )は定量値 単位：mg/g    
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図 14 試料の GC-MSトータルイオンクロマトグラム 
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図 15 Aの拡大図 
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図 16 ピーク No.①のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 17 ピーク No.②のマススペクトル 

 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95
0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

m/z-->

アバンダンス

スキャン 542 (4.019 min): 10 SAMPLE1-3.D\DATA.MS (-550) (-)
40.0

28.0

54.918.9 72.8 85.865.046.0 93.934.1 80.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95
0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

m/z-->

アバンダンス

#126: 1-Propyne (CAS) $$ Propyne $$ Propine $$ Allylene $$ Methylacetylene $     
40.0

25.013.0

 

図 18 ピーク No.③のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 19 ピーク No.④のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 20 ピーク No.⑤のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 21 ピーク No.⑥のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 22 ピーク No.⑦のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 23 ピーク No.⑧のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 24 ピーク No.⑨のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 25 ピーク No.⑩のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 26 ピーク No.⑪のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 27 ピーク No.⑫のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 28 ピーク No.⑬のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 29 ピーク No.⑭のマススペクトル(上)とライブラリ標準(下) 
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図 30 ピーク No.⑮のマススペクトル 
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５．備考 

加熱発生ガス試験において、ガス流通経路の内壁に粉体物質の付着が確認された。試験終了後の

装置写真を図 31 に示す。粉体は試験観察において約 300℃以上での発生が顕著であったことから

試料の昇華物や熱分解物である可能性が考えられ、火災時には粉塵の発生に繋がる可能性がある。 

 

    

図 31 加熱発生ガス試験終了後のガス流通経路の状況 
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